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お知らせ

賛助会員紹介
　下記の法人が2016年6月から入会されました．

名誉会員の紹介

報　　告
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教員公募
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№16-17講習会

自動車排気触媒システムの
多様性への対応

問合せ先：シンポジウム事務局　Tel. 045 ─ 453 ─ 2225
【URL】http://www.jsae.or.jp/sympo/2017/scdl.php　E-mail: sympo@jsae.or.jp

日 　 時　2018 年 2 月 28 日（水）

会 場　発明会館（港区虎ノ門 2-9-14）

協賛（予定）　（一社）日本自動車工業会
（一社）日本自動車部品工業会，（一社）触媒学会

企 画　 排気触媒システム部門委員会

定 員　180 名

参 加 費　（消費税込・テキスト 1 冊込）
正 会 員　16,200 円　学生会員　 3,240 円
賛助会員　22,680 円　一般の方　32,400 円
協賛学協会の会員　22,680 円

参加申込方法
シンポジウムページ【URL】http://www.jsae.or.jp/sympo/
2017/scdl.php よりお申込みください．

（請求書払いまたはクレジットカード決済より選択可）

　10：00　開会挨拶　排気触媒システム部門委員会幹事 東京濾器㈱　市川　尊之氏
司会　東京濾器㈱　市川　尊之氏

　10：05　SIP「革新的燃焼技術」がもたらす自動車用内燃機関の可能性 ………………… 慶應義塾大学大学院 　飯田　訓正氏
　10：35　SCR モデルの高温領域での NOx 浄化性能予測精度向上の試み（仮） ………………… ㈱いすゞ中央研究所　岡　耕平氏
　11：05　将来排気ガス規制に対応する排気触媒システムの提案

………………………………………………………… コンチネンタル・オートモーティブ・ジャパン㈱　海野　泰明氏
　11：45　昼食休憩

司会　日本ガイシ㈱　牧野　幹生氏
　   13：00　自動車排気触媒の将来展望………………………………………………………………… ユミコア日本触媒㈱　堀　正雄氏

　       13：40　Performance Evolution of Gasoline Particulate Filters over Extended Vehicle ……
                                                                                                                                   コーニングインターナショナル㈱　清水　政夫氏　14：20　休憩

　14：35　耐久性ゼオライトの合成および SCR 触媒への応用 ……………………………………… 広島大学大学院　佐野　庸治氏
　15：15　貴金属使用量低減を指向した自動車排ガス浄化触媒 …………………………………… 京都大学大学院　田中　庸裕氏
　15：55　in situ 赤外分光法を活用した排ガス浄化触媒の評価および反応解析 ………………… 名古屋工業大学　羽田　政明氏
　16：35　総合質疑
　16：45　閉会挨拶　排気触媒システム部門委員会委員長 （国研）産業技術総合研究所　濵田　秀昭氏

◆プログラムは講師，会場の都合などにより予告なく変更となる場合があります．

プログラム

参加のおすすめ

　当委員会は，国内で活動している触媒関連メーカ，エンジンメーカ，触媒研究を行っている大
学など公的機関の参集のもと，触媒と触媒を働かせるシステムの課題，あるいはエンジンと触媒
の協調的な技術開発の方向性などを議論するために，2014 年に設立されました．本シンポジウム
では，様々な立場からの話題を提供することで相互理解が深まることが期待されます．

委員長　濵田　秀昭氏排気触媒システム部門委員会

Intensive Course




